
































おける王の象徴性を論じた ErnstHartwig KantrowiczのTheKing's Two Bodies I 
(Kantrowicz [1957J)をあげることができる。また近代社会における国家イベントに関
しては、 Hobsbawm.Eric & Terence Rangerらの TheInvention of Tradition2 における


























































































































































の写真J1 (2)諒恩・勅書J1(3)憶伊藤公爵J1 (4)伊藤公論J1 (5)帝国の元勲J1 (6) 
名士の追懐談J1 (7)皇恩優渥J1 (8) I慮帝国の柱石逝くJ1 (9)国葬の光景(写真版)JI(lO)














イラストなどを用いて報じている。また、 1(3)憶伊藤公爵J1 (4)伊藤公論J1 (5) i帝国
の元勲J1 (6)名士の追懐談J1 (7)皇恩優渥J1 (8) I慮帝国の柱石逝くJ1 (10)風流御前





























































胸元三ノ耳i伊山k'!l山i'l:'1昔;F含r;l:書士泣:m1，: -.，亭1)1 i事a 士宮島伊直円喝Jj-j-半ニ~ .tS '{，'問
1:i15 三宅坂付近の沿道の様子を]Ilil配した絵築審 1 (著者殺)







































る報道・速報的側而」の他、 1(2)葬儀の特徴 -希少性を伝える側而jや、さらに 1(3)
国葬を歴史的イベン卜として記念し、被葬者を顕彰する1J!1J而」の三点の役割を担っていた
と考えられる。
図10 小川-ifrによ って制作された 『伊藤公j問国務写真1，1;Jの表紙 (著者政)
公葬のメディア表象の形成と共同体におけるその受容と継承 51 
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1~lll : r伊藤公1);国葬写真1I，IiJに収録された彼ヶ|品l付近の写真(著者政)
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